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抄録 

本論文は，フランス革命期が生み出したフェミニズム論を理解する手がかりの一つとして「女性

性に由来する倫理的自由」の概念に注目する．この視点からウルストンクラフトを啓蒙フランスか

ら革命フランスの知的文脈に位置付け，ルソーがウルストンクラフトのフェミニズム論に対して及

ぼした影響について考察する．穏和な商業論は，男性論客の相互に対立，矛盾する意見を総合して

妥協点を生み出すことを可能としたサロンの女主人の節度（会話の技巧）を社会道徳の重要な心理

要素とみなした．ルソーはこの言説に敵対し，女性の生殖機能を社会道徳の基礎と捉え，共和主義

的母性言説を刷新した．ウルストンクラフトはルソーの女子教育論に反発する一方，ルソー同様に

穏和な商業論が象徴したサロンの女主人のイメージを拒絶し，社会的側面ではなく生物的な側面を

女性性の本質とした．その結果，ウルストンクラフトが政治的人文主義に感化されて女性参政権を

拠り所とする共和主義的フェミニズム論を展開したと解釈し，それは同時に「近代人の自由」と呼

ばれた市民権の擁護に制約を課したことを指摘する． 

序論：米仏における共和主義的母性言説の違い 

 

フランス人女性がフランス革命により獲得し

た権利は，公私の違いによって大きな隔たりが

あった．彼女たちは為政者，投票者になることは

できなかったが，家庭内では男性と相対的に同

等の市民権を得た．一七九一年憲法は結婚の概

念を世俗化させ離婚を合法化した．成年男女は

父母の同意なく結婚できるようになり，財産管

理権，親権，相続などの男女平等も認められた．

家庭内に問題があれば，女性は裁判所に持って

いくこともできた． 

しかしナポレオン法典（一八〇四）は女性を父，

夫などの男性の絶対的支配に置くという「パタ

ーファミリア」を復活させ，家内にも男女の不平

等を持ち込んだ．妻は夫の同意がなければ裁判

への出頭，固有財産の譲渡，債務の負担などの行

為を許されず，夫婦の共有財産の管理権も否定

された．最後に，離婚も第二王政復古政権により

一八一六年に復活した．これ以後，家庭内の男女

の不平等は二十世紀の後半まで続いた[1]． 

フランス革命期からナポレオン帝政期にかけ

てフランス人女性は政治的権利から排除された[2]．

それとは対照的に家庭内における男女の相対的

な市民的平等を実現させたのが一七九一年憲法

を発布した立憲君主政政府だった．これに対し

て議会主義を否定して専制主義を進めたナポレ

オンの第一帝政は家庭内の女性の地位も低下さ

せた．その一方で，家庭内における男女の役割分

担化はフランス革命期から帝世紀まで一貫した

動きだった．とりわけ一七九〇年代のフランス

革命期を通じて，家庭内で女性の良妻賢母化を
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後押ししたイデオロギーが共和主義的母性言説

だった[3]． 

古代ヨーロッパの共和政は，男性を公的な存

在，女性を私的な存在とみなした．この公私の区

分により，男性は市民として政治参加に従事す

る一方，女性は良妻賢母として家庭内の活動に

携わるべきとされた．このジェンダー・イデオロ

ギーは政治的人文主義の一部として近世に復活

し，十八世紀後半までに共和主義的母性言説と

して知られるようになった．そしてアメリカ，フ

ランスの民主革命におけるジェンダー秩序の再

編に多大な影響を及ぼした[4]． 

先行研究は市民革命を経たという理由から，

アメリカとフランスの共和主義的母性言説の共

通点を強調する傾向にある[5]．これに対して，本

論文は市民革命期から十九世紀にかけてのアメ

リカとフランスの共和主義的母性言説の違いに

注目する．アメリカでは一部の中産階級の家庭

では母親が「未来の男性投票者の公民教育」とい

う政治的役割を担い，それが女子教育の直接的

な契機となった．アメリカの研究者はこれを持

って共和主義的母性言説とフェミニズムを結び

つける．それに加えてアメリカの中産階級の女

性の理性を重視する背景にはプロテスタント信

仰の影響もあった[6]． 

これに対してフランスの共和主義的母性言説

には母親が未来の男性市民である息子の政治教

育を担うという側面は強調されない．十九世紀

を通じて，アメリカ女性とは異なり，フランスの

女性は理性ではなく宗教を中心とする教育を受

けた．さらに夫に対する従順さを強調するカト

リック信仰が主流のフランスの家庭では妻母を

積極的に「共和政の推進者，教育者」として後押

しして自立を志向するプロテスタント信仰に呼

応する宗教的土壌もなかった．本論文は，フラン

スで良妻賢母像を合理化したのがプルタルコス

を中心とする古典文学の影響を受け継いだ J.-J.

ルソーの共和主義的母性論だったと考える． 

これらに加えて，本論文はアメリカにはない

フランスの共和主義的母性言説の特徴として，

啓蒙フランスが誇るサロンの女主人およびこの

女性像を模範とする穏和な商業論が反面教師と

しての役割を果たした点を重視する．ルソーは

フランス王政を特徴づける穏和な商業論を否定

し，生物的女性を女性性の倫理的根拠とする共

和主義的母性論を完成させた．本論文はフラン

ス文化に馴染んでいたイギリス人の M.ウルスト

ンクラフトも穏和な商業論に反発してルソーの

共和主義的母性論の女性性の定義を自身のフェ

ミニズム論に取り入れた点を重視する[7]． 

以上の展望に立ち，本論文は以下の四つの論

点を中心に議論を進めていく．第一に，啓蒙フラ

ンスのサロン，及びサロンの女主人について紹

介する．第二に，啓蒙時代の穏和な商業論と自然

法の女性性を比較しつつ，穏和な商業論がサロ

ンの女主人を女性性に由来する社会道徳モデル

を生み出したことを示唆する．第三に，第二の論

点に対して，ルソーが穏和な商業論およびこの

イデオロギーが象徴するサロンの女主人を否定

して共和主義的母性言説を刷新させたことを指

摘する．第四に，ルソーの生物的な女性性に由来

する社会道徳がウルストンクラフトのフェミニ

ズムにも影響を及ぼしたことを指摘する．結論

として，リベラル・フェミニストとして知られて

きたウルストンクラフトのフェミニズム論を女

性性の倫理的自由の視点から再解釈する[8]． 

 

(1)啓蒙フランスのサロン及びサロンの女主人 

 

近世フランスにおいてフランス人女性の地位

は全般的に低下した[9]．しかしこの一般的傾向に

は例外があり，貴族を中心とする上層階級の女

性の存在感は時代と共に強まった．その象徴的

存在がサロンの女主人である[10]． 

一六〇八年にパリに第一号のサロンを開いた

のは C.V.ランブイエ侯爵夫人だった．彼女のサ

ロンは「青い部屋」と呼ばれ，社交界や芸術界の

エリートが招かれた．そこは知識や情報を求め

る女性たちが男性知識人と対等に語り合うこと

のできる知的空間だった．彼女たちはその後プ

レシューズ（précieuses）と呼ばれるようになり，

十七世紀の文化運動を牽引し，フランス語やフ

ランス文学の発展に大きく寄与した．加えて，彼

女たちはその貞節さゆえに社会の道徳的権威の

化身となった． 

長年の宗教戦争による暴力を否定するために，

サロンには文化の発展を通じて平和を擁護する

と言う社会的役割が託された．つまりサロンの

女主人たちは，洗練された言葉使いやウイット

に富んだ会話を通じて，戦士として荒くれた性
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格を持ちあわせていた上層階級の男性たちを文

明化させることを目指しそれにより平和な社会

を築こうとした．さらにパリという都市部に在

り，かつ女性の自宅の居間という親密圏に位置

付けられたサロンは，伝統的な家父長制の規範

と粗野なマナーが残るヴェルサイユ宮殿に対す

る対極でもあった． 

十七世紀を通じて国家の中央集権化，絶対王

政化が深化すると，サロンは次第に政治的な要

素を帯びていった．サロンの女主人は，豊富な人

脈を利用して宮廷人脈を後方支援するパトロネ

ージュ活動を展開した．サロンでは，会話や新し

い芸術作品だけでなく，官僚の庇護に加えて，地

位，富，娘なども交換されるようになった[11]．さ

らにサロンの女主人たちはブルジョワと貴族を

つなげてエリート層の拡大にも寄与した[12]．サ

ロンは節度の学校として機能し，新興の裕福な

中産階級の男性たちに高貴な礼節の手本を示す

場となった．その後サロンの女主人は宮廷人脈

を後方から操って，王や政府にまで影響を及ぼ

し始めた[13]．この頃までにサロンの女主人は貞

節のモデルではなくなった． 

十八世紀になると，パリのサロンは文化的な

爛熟期を迎えた．D.グッドマンによれば，この時

代のパリのサロンは，それ自体が共和主義国家

を思い起こさせる特徴を持ち始めた [14]．S.ネッ

ケル夫人ら政治的な傾向を持つサロンの女主人

は共和国の行政府に類する役割を果たし，会話

の内容，会話の順番，招待客のリストなどをお膳

立てし，家庭内共和国を支配した[15]．D.ゴードン

は，十八世紀後半のフランスのサロンとは，身分

制が支配する宮廷社会とは一線を画す自由で私

的な空間だったと指摘した．その原動力は「進歩

的な会話」のパワーに基づく平等な社交性だっ

た．ゴードンによれば，サロンとはあくまでも絶

対王政内の「例外的なニッチ」として私的に自由

な会話を楽しむ場であり，それはフランス革命

を特徴づける政治化された社会空間ではなかっ

た[16]． 

J.ハーバーマスはパリのサロンを市民的公共

圏の視点から捉えた[17]．絶対王政に代表される

公権力が可視化されるにつれてそれに対する批

判的な公衆も誕生した．彼によれば，十八世紀を

通じてイギリス，フランス，ドイツなどでは資本

主義の発達とともに，宮廷の影響を排した新た

な社交のネットワークができあがりつつあった．

それは公私の二極化の中間に位置付けられる半

公半私的な社会空間でもあった．そして「カフェ，

若者の宿舎，劇場，オペラハウス，都市の公園」

と同様，サロンもその社交のネットワークの一

部として人々の間の平等な対話を後押しした[18]．

一七八一年に当時財務大臣だったネッケルはそ

れまで機密情報だったフランス王国の財務状況

を初めて公表した．ハーバーマスはこのネッケ

ルの行為により，公論が歴史的に誕生したと解

釈した． 

しかしながら，ハーバーマスの公論誕生につ

いてはジェンダーの視点からの補足説明が必要

である．なぜなら，ネッケルが絶対王政下の状況

のもと，全く孤立した状態で財務状況を発表し

ていたら，その影響は限定的だったと思われる

からである．彼の自己正当化のための政治行為

に対して，妻スーザンが自身のサロンに集う

錚々たる招待客に出版や会話を通じて夫への支

持を取り付けたからこそ，ネッケルの行為は好

意的な社会的反響を引き出し長期的な公論形成

へとつながった． 

アブランテス公爵夫人によれば，当時人々は

ネッケル夫人を公論と同一視していた．彼女の

証言から，啓蒙フランスにおいてサロンの女主

人が市民的公共圏形成においても中心的な文化

的役割を果たしたことが確認できる． 

 

ネッケル夫人の時代には，社交界の精

神，出会いの必要性，尊敬の念，相互賞

賛が，社交界のすべての人々が比較す

ることを義務づけられた法廷にまで高

められていた．そこで公論は，まるで玉

座の高みから判決を下し，王冠を与え

るかのようだった・・・世論の帝国はつ

いに巨大なものとなり，この帝国は一

人の女性によって統治されていた．サ

ロンの女主人は自分の家で下される判

決を取り仕切った．彼女の心，彼女のセ

ンスによって，判決は編集され，彼女の

心は，常に彼女の心の側にいて，それが

誤った道を歩むのを防いだ[19]． 

 

ハーバーマスによれば，イギリスと比べた時，

フランスでは資本主義の発達が立ち遅れ，それ
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に伴いブルジョワ公共圏の形成も遅れた．つま

り市民的公共圏の形成に関して劣勢に立たされ

たフランスだが，この国には同時にイギリスの

公論にはない独自な文化的伝統があった．それ

が，ネッケル夫人の例に見られるサロンの女主

人を含む上層階級の女性たちの社会的な可視性

および彼女たちによる文化活動である[20]．十八

世紀後半のフランスでは，上層階級の女性たち

は，サロンの主催，観劇，読書クラブへの参加を

通じて，より大衆的なレベルでは政治デモなど

への参加を通じて，女性がパブリックな存在感

を発揮した[21]． 

女性史の研究者たちは，ジェンダー史におけ

る啓蒙フランスのサロンの女主人が謳歌した社

会的，文化的自由の歴史的意味を否定する．彼女

たちは総人口から見たら二パーセント未満の特

権階級に属するサロンの女主人の影響を持って

絶対王政期のフランス女性の地位について一般

化することはできないと解釈する．また革命に

よって少数派の上層階級の女性たちの文化，社

会的自由が奪われてしまったとしても，それに

よってフランス革命がフランス女性全体の地位

を下げてしまったと結論づけることにも納得し

ない．C.ル・ボゼックはサロンの女主人について

以下のように書いている． 

 

「女性解放と自由のモデルとしてサロ

ンを提示することで，逆に，フランス革

命がその様な自由を奪い去ったと主張

しようとする者たちの，限定的で短絡

的な理解こそ，ここでは問題しせねば

ならない・・・・より具体的な現実を理

解しようと努めなければならない」[22]． 

 

本論文は，ル・ボゼックらの意見は女性史とジ

ェンダー表象を混同していると考える．確かに，

サロンの女主人の数はフランス女性の全体数か

ら見たら微々たるものであり，彼女たちのフラ

ンス革命への影響は極めて限定されていた．し

かし本論文はサロンの女主人の社会的可視性を

女性の数ではなくジェンダー表象の視点から捉

える．そしてサロンの女主人像が，啓蒙哲学から

フランス革命期までのフランスにおけるジェン

ダー(社会，文化的な女性性の定義)形成に対し

て多大な影響を及ぼしたことに留意する． 

(2)啓蒙哲学における女性性の倫理的意味: 

穏和な商業論と自然法 

 

啓蒙哲学とは，十八世紀フランスにおいて，サ

ロンの女主人がもっとも表象的に捉えられた領

域の一つである．本節は同じ啓蒙時代に発達し

た穏和な商業論と自然法哲学におけるそれぞれ

の女性像を比較し，穏和な商業論に込められた

サロンの女主人が示唆する女性像の特質を浮か

び上がらせる． 

十八世紀になると穏和な商業論の発達と共に，

フランスにおける女性性に関する哲学議論は重

大な転換期を迎えた．穏和な商業論とはフラン

ス語の Doux commerce，つまり「柔らかい交流」

の日本語訳である．それは平和と文明の存続が

広い意味の社会交流によって支えられるとの前

提に立つ．貿易，経済交流，会話，社交性などの

多種多様なコミュニケーションを通じて人類は

文明化を進め，それとともに暴力的または不合

理な行動に訴える可能性が少なくなっていくと

みなす政治思想である[23]．この考えはモンテス

キューに由来する[24]．彼は『法の精神』で Doux 

commerce という言葉については言及しないもの，

商業利益に関わる社会的関係がもたらす徳につ

いて論じた．そして商業による社会交流が節度，

協力，平和などを生み出すと主張した[25]．その

結果，彼は商業に携わる人々の社会的影響を通

じて，社会は次第に暴力的，破壊的な行動を起こ

しにくくなると主張した． 

穏和な商業論について論じたモンテスキュー

の影には，サロンの女主人の存在があった．モン

テスキュー自身もタンサン夫人やジョフラン夫

人のサロンに通い彼女たちの会話を通じて自分

の政治思想を洗練化させることができた．彼は

会話という社会および知的交流を通じて思考も

深まっていくことを身を持って実感した．この

点について A.O.ハーシュマンは以下のように説

明している．「doux という形容詞は多分非商業的

な社会交流に起因するだろう．貿易を除いてこ

の言葉は長いこと活気のある繰り返される会話

やそれ以外の礼儀正しい社会交流のあり方を指

した[26]．」ハーシュマンはしばしばこの社会交流

に異性の男女の関係性が含まれていたことも指

摘した[27]． 

その後穏和な商業論は著名なスコットランド
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の啓蒙哲学者である A.スミスや D.ヒュームに引

き継がれた．政治エッセーの「通商について」で

ヒュームは貿易が国家間の平和的関係に貢献す

る一方で，個人レベルにおける社会交流が節度

や尊重を生み出し，正直さ，公正さ，寛容さを形

成させることを指摘した[28]．一方モンテスキュ

ー同様にパリのサロン社会に精通していたヒュ

ームは，文明の推進者としてサロンの女主人の

会話の技巧を称え，それが節度としてフランス

王政の臣民の社会的紐帯を維持する心理的ベー

スであると指摘した[29]． 

ヒュームはサロンの女主人の会話の技巧が社

会に節度をもたらすというメリットを強調する

と同時に，商業を含む社会交流を通じて形成さ

れる「正直さ，公正さ，寛容さ」に支えられたヒ

ューマニズムを称賛したが，これらの価値観は

自然法に近いものがある．自然法とは人間性や

合理性に根付く人間の行動を支配する普遍的な

道徳的原則を指す．穏和な商業論と自然法は異

なる思想体系であるが，同時に両者には社会的

徳の発展および社会的協力や相互の恩恵などを

重視する点で共通点を持った．しかしながら女

性性が生み出す社会的恩恵というテーマにおい

て，自然法はサロンの女主人が会話の技巧によ

り醸し出す節度を讃える穏和な商業論とは異な

る視点から，家庭内における女性の社会的恩恵

について論じた． 

人間の社交性について自然法の立場から論じ

た S.V.プーフェンドルフは結婚が「人類の保育

所」であると定義づけ，家庭内で，本質的にエゴ

イストな男性たちはより社交性に富んだ女性の

倫理的影響のもとで人間として文明化されてい

くと考えた．また彼は唯物論的視点から，社交の

第一歩は男女間の性交から始まると説いた [30]．

ブルラマキも家庭内において「男性の最も困難

で非社交的な考えは女性の影響によって柔和化

され，人間的になり，統制されやすくなる」と指

摘した[31]．これらの自然法学者にとって，結婚

の目的は単に子供を産み育てることではなく

「男性の道徳的な改良」と言う意味も込められ

ていた[32]．同時に，プーフェンドルフやブルラ

マキらの自然法学者の女性論により男女の性差

についての認識は逆に強まり，女性と家庭を結

びつける直接的契機となった[33]． 

自然法の影響のもと，フランスの神学者で作

家の F.フェヌロンは，良妻賢母として女性は家

庭における子供たちの「教育者」であり，女性に

も教育が必要であると説いた[34]．さらに自然法

は感覚主義的哲学を重視するフランス啓蒙哲学

の代表的フィロゾフであるC.-A.エルヴェシウス

にも影響を及ぼした．彼は幸福の要素として性

愛を認めたが，この視点から家庭的な女性を男

性の欲望の対象として崇めた．彼の女性観は革

命期に愛国派として知られることになる弟子た

ちに伝授された．彼らは男女の肉体的な関係が

個人の幸福の追求において不可欠な政治テーマ

であることを認めた[35]． 

このように，サロンの女性や良妻賢母を含む

女性のあり方は啓蒙哲学における進歩主義の一

端を担った．しかし十八世紀後半になると，フラ

ンスではサロンの女主人に対する批判が高まっ

ていった．その理由は，外の活動にかまけて家の

中のことを顧みない彼女たちが人口減少や国力

衰退を引き起こしたと批判する論者が登場した

からである．フランス王政のエリートは統計が

ないにもかかわらず人口減に怯えた．例えば，ヨ

ーロッパ諸国が十パーセントの人口増加を維持

したのに対してフランスのそれは三パーセント

にすぎなかった，との記録が残っている[36]．国

家財政の悪化や政治の行き詰まりなどの深刻な

問題と相まって，人口問題は十八世紀後半のフ

ランスの社会機運に影響を及ぼした．その結果，

男性論者は国家衰退の最大の象徴として，育児，

子育てなどの家庭的な領域に関心を示さず，宮

廷人事の後方支援，サロンなどの知的活動，性的

放縦性などに明け暮れた上層階級の女性への批

判を強めた[37]．そしてこの思想的流れに決定的

な影響を及ぼしたのが J.-J.ルソーの共和主義的

母性論である． 

 

(3)ルソーによる共和主義的母性言説の刷新[38] 

 

ルソーの女性観の出発点には穏和な商業論に

対する敵愾心があった．彼は自然法学者が論じ

た人の自然ないし人為的な社交性の可能性につ

いても疑問を呈した．『学問芸術論』(一七四九-

五十)や『人間不平等起源論』(一七五三-五四)は，

自然状態において，他者から孤立し自給自足的

な生活を送る人間が本質的に善の存在であると

した[39]．彼は自然状態に置かれた人間を称賛す
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る一方で，十八世紀のフランス王政が象徴する

文明社会が人間を悪に向かわせる源であると批

判した．しかしながら彼は単にユートピア的な

自然状態への回帰を訴えるのではなく，十八世

紀フランスよりも優れた社会形態の可能性もあ

ると考え，人間の完全性という進歩主義を否定

しなかった[40]．彼の『社会契約論』(一七六二)は

公正な社会を想定し，教育に関する著作『エミー

ル』(一七六二)とともに，文明社会に生きる人類

の道徳的再生が可能であると示唆した[41]． 

ルソーは彼の一連の社会改造計画の中心に女

性を据えた．『エミール，または教育について』

の第五編は，エミールの理想的な配偶者となる

ためのソフィーの教育について論じた．ルソー

は生殖をジェンダーの根本要素とみなして「男

女の結合において，両者は等しく共通の目標に

貢献するが，その方法は同じではない」こと[42]，

「性に関係のない点に関して女性は男性と同じ

だが，性に関係のある点に関して両性は異なる」

と指摘した[43]．このようにルソーはジェンダー

を定義づけるにあたって両性の生物的差異から

男女の道徳的差異を導きだした．彼はセクシュ

アリティーの類推から，男性は「能動的で強く」

女性は「受動的で弱くなければならない」と論じ

た．さらに，女性が社会で生物としての女性性を

全うするためには何としてでも「男性（エミール）

に気に入られる」術をもたねばならないとした[44]．

これらのソフィーについての考えによりルソー

は物理的性差をジェンダーに適合した思想家と

なった． 

ルソーの『演劇：ダランベール氏への手紙』(一

七五八)も『エミール』同様に差異派フェミニズ

ムの視点から書かれている．しかしながらフラ

ンス王政を前提に書かれた『エミール』とは異な

り，『演劇』は共和主義の視点からジェネーヴ共

和国の女性市民の政治および男性市民に対する

倫理的な影響について論じた点が異なった． 

『演劇』は『百科全書』第七巻（一七五七）に

ダランベールが投稿した論文「ジェネーヴ」への

反論である[45]．ダランベールは「観劇にはより

良い振る舞いを伝授する」教育効果があるとし

てこれを推奨した．そして女子教育の一環とし

てジェネーヴ共和国に劇場を建設することを奨

励した[46]．これに対して，ルソーはダランベール

が主張する演劇の教育効果を否定した．ルソーに

よれば，人がなぜ劇場へ行くかと言えば，それは

何かを学ぶためではなく，自身が持っている感

情を擬似体験するという娯楽のためだった．さ

らにジェネーヴに劇場を建設すると言う計画に

ついても，共和国の社会風習を汚すものとして

この計画に反対した[47]． 

女性の観劇が社会に悪影響を及ぼすことを正

当化するために，ルソーはジェネーヴ共和国と

フランス王政という地理・国家間の対比のみで

なく，現在と過去という対比も持ち出した．そし

て観劇を楽しむ古代ローマの上層階級の貴婦人

が家庭を怠り関心を外に向けたことがローマ帝

国の崩壊の引き金となったと説明づけた[48]．彼

は現在に目を移し「状況は十八世紀フランスで

も同じである」と指摘した．そしてフランスでは

パブリックな場で両性が混合することにより女

性の男性に対する社会的影響力が強まり，男性

が政治的責任を果たすのに相応しくない弱い存

在になってしまったと結論づけた[49]． 

ルソーは観劇を楽しむフランス王政の上層階

級の貴婦人を批判したが，それは穏和な商業論

に内在する女性像の批判と連動した[50]．彼はサ

ロンの女主人が男性にさまざまな影響を及ぼす

ことにより男性を本来の政治的役割から遠ざけ

て弱体化させてしまうことを恐れたが，その影

響の一つが女性の男性への審美的な影響だった．

この点で彼のサロン批判は，十七世紀以来フラ

ンスの上層階級を文化的に支配した「礼儀や温

厚さに関するイデオロギー（honnêté）」に対する

批判とリンクする．このイデオロギーは，十八世

紀までに「世俗的な会話，異なるジャンルの文学，

フランス語への愛，そして友情への献身などを

並行して培うという目的の元，男女の間に共通

の文化を持つことをよしとするイデオロギー」

へと発展した[51]． 

「礼儀や温厚さに関するイデオロギー」はパ

リの貴婦人の洗練された嗜好を高く評価し，彼

女たちが音楽，文学などを含む芸術の選定に当

たって規範的な役割を演じることを奨励した．

ヴォルテールは悲劇『ザイール』の導入部で「フ

ランス社会は男女間の絶え間ない社交が，非常

に活発で礼儀正しく，他ではまったく知られて

いない礼儀を生み出した．フランス社会は女性

の存在にかかっている[52]」と書き，フランス文

化，社交性，女性の間の相互関係性を讃えた．そ
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してこれらの価値観が観劇を通じてさらに社会

的な好影響を与えることを期待した．女性の観

劇に関するダランベールの主張はこのイデオロ

ギーの延長線上にあった． 

ルソーはジェンダーを生物学的な視点から定

義づけたが，これは穏和な商業論や自然法に内

在した社会的な視点に立つ女性性の定義を否定

したことを意味する[53]．彼によれば女性の徳と

は一部のエリート女性が持つ際立った感性や嗜

好を指すのではなく，良妻賢母たる女性の「慎み

と羞恥心」を指しそれは第一に性的慎みを意味

した[54]．ルソーは家庭的な女性こそ「誠実な女

性」(femmes honnêtes)であると解釈し，穏和な商

業論と密接に結びつく honnêtes の意味を「礼儀

や温厚さ」ではなく「誠実さ」にすり替えた[55]． 

『演劇』は良妻賢母像を讃えて女性市民の観

劇の可能性すら否定したが，「ソフィー」と比べ

た時それは相対的にはより活動的な女性市民像

だった[56]．『演劇』はフランス王政とジェネーヴ

共和国が異なる政治文化を持つこと，そしてジ

ェネーヴ共和国の政治的安定がジェンダーに基

づく公私の領域の棲み分けに基づくことを指摘

した．そして彼は共和国の政治的安定が良妻賢

母としての女性市民が形成する社会風習に依存

すると指摘した[57]．ルソーによれば，男性市民

による政治参加を主体とする民主主義は性的に

慎み深い女性市民が形成する「純粋な社会風習」

という道義的規範を必要とした．このルソーの

考えをフェミニスト的とみなすことはできない．

しかし「ソフィー論」と比べた時，『演劇』が共

和国の女性市民に対して一定の政治的役割を認

めたとは言える． 

ルソーにとってジェネーヴ共和国の女性市民

の模範となったのが「独立心に飛んだ勇気ある」

古代スパルタの女性だった[58]．プルタルコスの

『スパルタ女性たちの名言集』『女性たちの勇敢』

『リクルガスの生涯』などの女性に関するエッ

セーは著名な翻訳家によって現代語訳（フラン

ス語）されており，その生き生きとした表現は十

八世紀後半の多くのフランス人読者を魅了した．

ルソーもプルタルコスの愛読者として，この古代

ローマを代表する歴史家から古代スパルタの女

性市民についての知識を得たものと思われる[59]． 

プルタルコスによれば，アテネの民主主義に

おいては全ての女性が男性の支配下に置かれた

が，スパルタの女性はより自由だった．男女それ

ぞれに社会階層が存在し，女性の一部は貴族階

層に属することができた．彼女たちは未婚の間

は性的にも相対的に自由だった．彼女たちは法

律を愛し，また法律を愛することの重要性につ

いても理解していた．彼女たちは柔和な性格で

はなかったが，妻母として，夫を統制し息子を愛

国心にあふれた市民に教育する術を心得ていた．

さらに結婚後一部の富裕な女性は一定の自由を

持つことが許された．彼女たちは持参金と相続

を通じて土地を所有することができ自分の財産

を管理することもできた．実際スパルタの女性

はスパルタ全体の五分の二の土地を所有し，そ

れを耕す農奴と奴隷も持っていた．スパルタで

は裕福な女性は市民になることができた[60]．さ

らにプルタルコスによればスパルタの女性は何

よりも勇気ある戦闘家であり「ある女性は，息子

に自分の盾を手渡すと，これを持って，あるいは

これに乗って帰ってくるよう言い渡した」との

エピソードを伝えている[61]． 

以上により，ルソーは古代ヨーロッパの共和

主義的母性言説に女性性に関する二つの新たな

論点を加えこの言説を近代化させた．第一に『エ

ミール』は，近代社会における公私の性的役割分

担に対して決定的な影響を及ぼした．そこには

教育格差を通じて男女の力関係が明確に規定さ

れ，まさしく近代が男尊女卑の時代と形容され

る根拠となった．第二に，ルソーは，ジェネーヴ

共和国やフランス王政の女性に向けて「華やか

さ，豪華さ，わざとらしさ」のない「愛国心に満

ち溢れた」古代スパルタの女性市民の魅力を発

信した．民主的な共和国憲法を維持するために，

彼女たちが健全な社会風習の守り神であること

を強調し，共和国の女性市民が家庭内で性的な

意味において夫の道義モデルとなることにより

共和国の健全な社会風習に対して目に見えない

政治的役割を担った．男性市民の愛国心を鼓舞

すること，それは家庭内で全面的に受け身な良

妻賢母となることを期待されたソフィーとは異

なる，相対的にはより積極的な共和国の女性市

民像である．そしてルソーの主張はスイスのみ

ならずフランスの女性たちを持って，古代スパ

ルタをイメージした共和国の女性市民の能動的

な政治的役割に目覚めさせた[62]． 

次節では，ルソーが時代に合わせて刷新した
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共和主義的母性言説がウルストンクラフトのフ

ェミニズム論に対して及ぼした影響について考

察する． 

 

(4)共和主義的母性言説のフランス革命期のフ

ェミニズム論への影響:ウルストンクラフト 

 

ルソーにとっては皮肉な結果と言えるが，フ

ランス革命期に彼の「教え」に耳を傾けたのは最

も教育程度の高い女性たちだった．その一人が

フランス革命期を代表するフェミニスト論者の

ウルストンクラフトである．彼女は「ルソーの推

論の誤りはすべて感性から生じたものであり，

彼は女性にとって魅力的な感性に対して敏感だ」
[63]「私はルソーに敬意を表するために娘に帯を

買おうと思う．私はいつだって半分ルソーに恋

をしているのだから」などと書き残している[64]．

これらの言葉から，彼女のルソーの受け取り方

にはプラスとマイナスの側面があったことが理

解される．そしてルソーに対するプラスとマイ

ナスの観点を『女性の権利の擁護』からも読み取

ることができる[65]． 

実際フランス革命を主導したイデオローグと

して認められていたルソーがウルストンクラフ

トの作品の中心的存在だったことはこの著作が

出版されたタイミングからも正当化できる [66]．

彼女は一七九一年十月から一七九二年一月まで

の三ヶ月に『女性の権利の擁護』を書いた．この

時期はフランスでは立憲君主政下のもと一七九

一年憲法が施行された最初の三ヶ月に呼応する．

つまりそれはフランスでもイギリスでも，フラ

ンス革命に対する人々の楽観的な期待が高まり

つつあった時期だった． 

ウルストンクラフトは，革命フランスの立憲

君主派の政治家 P.タレーランによる「公教育に

関する報告』と題する女子教育論に反論するた

めに『女性の権利の擁護』を書いた．彼の報告書

によれば，女児は八歳で学校を修了し，それ以後

「幼少期が終わるまで，彼女は家の中で母親の

もとに過ごすべき」とされた．このような女性像

の背後には「すべての女性はその活動を私的領

域に限定された仮想の母親である」との前提が

あった[67]．彼の女子教育観には女性＝母親とい

う生物的な前提を重視したルソーの強い影響が

あった． 

ウルストンクラフトはタレーランの，実質的

には女子に対していかなる教育も施す必要はな

いとの考えに強く反発した．そしてタレーラン

に反論するということはルソーの否定も意味し

た．正確には，それは四節で取り上げたルソーの

女性性に関する第一の論点である，良妻賢母に

なることを運命づけられた女性に教育は必要な

いとみなすルソーの女子教育論の拒絶につなが

った．彼女は男女が同じ教育を受けることによ

り家庭内でより対等で良好な関係性を維持でき

るとの立場から『女性の権利の擁護』の主旨を次

のように要約した． 

 

「私の主要な議論はこの簡潔な原則に

基づいている．すなわち，もし女性が教

育によって男性の同伴者となるよう準

備されていなければ，彼女は知識の進

歩を止めてしまうこととなる．なぜな

ら，真理は万人に共通でなければなら

ず，そうでなければ，一般的な実践に影

響を与えるという点で，その真理は効

力を持たないからである．また，なぜ自

分が高潔でなければならないかを知ら

ないと言うなら，どうして女性に協力

を期待することができようか」[68]． 

 

ウルストンクラフトは，フランス革命以前か

らロンドンで急進派のリチャード・プライス率

いる政治サークルに出入りし，ルソーの著作や

ルソーの著作に関する評論に精通していた[69]．

プライスは革命前夜から革命期にかけて，穏健

派の共和派として知られるコンドルセらと交友

関係を持ち，フランス革命に賛同した．ウルスト

ンクラフトも後にジロンド派と呼ばれる穏和な

共和派に賛同していることから，彼女がタレー

ランらを含む立憲君主派以上の社会変革を思い

描いていたことは想像に難くない． 

家庭内における男女間の教育格差を否定すべ

く，ウルストンクラフトはまず男女の違いではな

く共通点に目を向ける．つまり男女は共に性的な

存在であると同時に「理性の性質は万人に共通で

なければならない」[70]．ウルストンクラフトは人

間としての視点から両性の理性の平等を論じた．

彼女にとって，いかにルソーがソフィーの「魅力

的な性格」を強調しようと，それはあくまでも男
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性目線による見方であり，彼女の目から見た時

ソフィーの性格は「不自然なもの」に映った[71]．

ウルストンクラフトはセクシュアリティーの視

点からルソーが女性を「表面的で，本来的に弱い

性」と決めつけたと指摘し，この理由により女性

を政治領域から排除したことを批判した[72]．彼

女は，常に男性を喜ばせようとするなど社会が

強制する歪んだ不自然な性格から女性を解き放

つために，女性も男性と同等の教育を受けるべ

きであると主張した． 

ウルストンクラフトは，理性を培う教育が男性

のエミールだけのものであるとするルソーの立

場を否定し，女性が教育を受けて精神的に自立

することの重要性について次のように強調した． 

 

「女性を男性のように教育する．これ

こそ私が目指しているところだ．私は，

女性が男性に対して力を持つことを望

んでいるのではなく，女性自身に対し

て力を持つことを望んでいる」[73]． 

 

ウルストンクラフトは，女性も男性と同等の教

育を受けることにより，外見ではなく「能力や徳」

を磨くことができ，その結果人から称賛や尊敬

を受けることができると考えた[74]．そして男女

が同等の教育を受けて同等に政治に参加すれば，

両性は相互に刺激を与え合い，さらに相互の「能

力や徳」を向上させることができると考えた[75]．

その結果，理性における男女平等を訴えたウル

ストンクラフトは「近代社会に根ざす女性蔑視

の代表的思想を批判した」フェミニストとして

の地位を不動のものとした[76]． 

しかしながらウルストンクラフトのルソーと

の関係性は反論のみではなかった．彼女は女性

が男性と同等の教育を受けることの大切さを指

摘すると同時に，男女の肉体的性差およびそれ

に伴って両性が異なる社会的役割を担うことに

ついては肯定的に受け止めていた [77]．彼女は初

版で「男性は追い求め，女性は屈する」と『エミ

ール』を思い起こさせる考えを記している[78]．

これはルソー同様，ウルストンクラフトにとっ

ても生物としての女性に与えられた運命が第一

に母親だったことをうかがわせる[79]．さらに彼

女にとって女子教育の究極的な目的も，できる

だけ良い母親になることだった． 

 

「この子供たちの世話をするという義

務は，適切に考慮されれば，女性の理解

を深めるための説得力のある多くの議

論を生み出すだろう・・・良い母親にな

るために，女性は知性と，夫に全面的に

依存することを教えられた女性にはほ

とんど備わっていない精神的な自立心

を持たねばならない」[80]． 

 

ウルストンクラフトが共和主義的母性言説に

賛同したことを指摘したが，それは彼女がルソ

ー同様に穏和な商業論に込められた「フランス

人女性」に敵対した点からも確認することがで

きる．ウルストンクラフトが『女性の権利の擁護』

に書いた「フランス人女性」は実体験に基づいた

ものではない．なぜなら彼女がフランスに赴い

たのは一七九二年以後のことだったからである．

彼女の「フランス女性」像は当時のイギリスに流

布していたステレオタイプ的イメージを受け継

いだものであり，そこには彼女の愛読書である

ルソーの作品の影響や当時のイギリス社会にお

けるフランス女性に関する一般通念の影響があ

った．当時のイギリスに伝播していた穏和な商

業論や政治的人文主義の思想的影響もあっただ

ろう． 

『女性の権利の擁護』が革命フランスの女子

教育政策に対する反論だったことを指摘したが，

この作品をイギリス社会の文脈に置いた時作品

は別の顔を持った．彼女は自国の「『怠惰』な貴

族女性と，その模倣に明け暮れる一部の中流階

級女性」を批判した[81]．ウルストンクラフトは，

彼女たちが十分な教育を受けていないために生

涯男性に従属して生きていかなければならなか

ったことを一貫して批判的に論じた． 

ウルストンクラフトのイギリス女性とフラン

ス女性の見方は異なる．彼女はフランス女性に

ついては階級差を意識していない．なぜならよ

り現実的なイギリス女性論と比べて，彼女のフ

ランス女性論は，穏和な商業論における女性の

表象像としてのサロンの女主人が基軸となって

いるからである．例えば彼女は「フランス人女性」

は「家庭内の清潔さと繊細さを軽蔑する」などと

書き，暗に「フランス人女性」が良妻賢母の資質

に欠けていることを指摘する[82]．つまり彼女に
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とってルソー同様「フランス女性」とは共和主義

的母性言説に対立する存在だった． 

ウルストンクラフトはフランス人女性が性的

な「謙虚さ」に欠けると指摘する[83]．それはルソ

ーによるフランスの貴婦人の性的放縦さに対す

る批判及び彼が共和主義的母性言説において強

調した貞操という意味の「謙虚さ」の否定と一致

する．また彼女は「礼儀作法」という言葉を使う

が，この言葉も十八世紀後半のパリのサロン社

会を特徴づける概念であり，パリのサロン社会

をリードするフランスの貴婦人像を想起させる

ものである[84]． 

 

「フランスでは，官能の真髄が性欲を

そそるために抽出され，一種の感傷的

な欲望が蔓延し，政治と民政の全体的

な風潮が教える二枚舌のシステムと相

まって，フランス人の性格に不吉な種

類の賢さ，正しくは「精巧さ」（finesse）

と呼ばれるもの，そして社会から誠実

さを追い出すことによって本質を傷つ

ける礼儀作法の洗練を与えてきた．ま

た，美徳の最も美しい宝である謙虚さ

は，フランスではイギリスよりもひど

く侮辱されている」[85]． 

 

さらに「フランス人女性」について語る時，ウ

ルストンクラフトが知識の伝播および両性の社

交をその特徴とみなすパリのサロン社会を念頭

に置いたことは，以下の引用から確認できる．

「フランスではヨーロッパ世界の外のどこより

も一般的な知識が伝播しており」それは「長い時

間をかけて両性の間で交わされた社交に起因す

る」[86]．この点はイギリスとフランスの上層階

級の女性の最も大きな違いである．女性に教育

を施すことの重要性を指摘するウルストンクラ

フトは，サロンの女主人の高い教養がもたらす

徳については否定しなかった．彼女は「男性は三

十歳を過ぎて十全たる成長と強さを会得するが

女性は二十歳で成熟するとみなすイギリスの社

会通念を否定し，女性も人として完成するまで

には三十歳まで待たなければならない」と指摘

する[87]．そして別の箇所で「美の概念に知性を

含めるフランス人は三十歳以上の女性を好む傾

向にある」として女性の知性を認めるフランス

人の態度を肯定した[88]． 

しかし最終的にウルストンクラフトは穏和な

商業文明の道義的弊害を持ってサロンの女主人

を糾弾する．彼女は「フランス女性」と特定化せ

ずに商業文明がもたらす未来社会でセクシュア

リティーの視点から女性がかつての富裕な男性

の世襲貴族と同等の存在に成り下がるリスクに

ついて指摘した[89]．ウルストンクラフトは彼女

たちが「偽りの洗練，不道徳，虚栄の種を撒き散

らす」となることを憂いている[90]．彼女たちは

かつての男性の世襲貴族同様に「努力をせず外

見により肉体的快楽を得ることができるゆえ」

「精神的に疲弊させる悪徳の影響を受けやすか

った」[91]． 

ウルストンクラフトは，商業文明下で女性た

ちが仕事や人生から排除され，暇と富にかまけ

て極端に女性化されてしまう危険があると指摘

する[92]．彼女がこのように書く時彼女が想定す

る女性像はサロンの女主人である．なぜならウ

ルストンクラフトによれば，サロンの女主人と

は単にフランスの上層階級を占める少数の恵ま

れた女性を意味するのではなく，商業文明社会

における全ての社会階層の女性を象徴する普遍

的な規範だったからである． 

 

「工業化し消費する文明の影響下のも

と，すべての階層の女性たちは，世襲制

度の偉人たちが以前に流布していた誤

った洗練，不道徳，虚栄の種を永続化さ

せ，伝播させることが求められる」[93] 

 

その結果，ウルストンクラフトは，商業文明社

会においてすべての女性たちが形骸化された家

族関係の中で身動きの取れない状態に陥るリス

クを危惧した[94]．彼女はルソー同様に，女性の

社交性を讃える商業文明が女性に道義的空虚さ

をもたらすことを憂いていた．彼女は自分が否

定する女性像の対極に共和主義的母性言説を位

置付けた．ウルストンクラフトにとって女性は

母乳育児，子供の密接な監督，看護婦や家庭教師

に代わる養育，社会化，教育を担うべき存在だっ

た．彼女はセクシュアリティーに溺れやすい女

性たちに教育を通じて理性を植え付けてある程

度男性化させることにより，彼女たちが社会的

責任の伴う良妻賢母になるべきと提案した． 
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ウルストンクラフトが共和主義的母性言説に

強く感化されたことを示したが，この点で彼女

のキーワードは「謙虚さ」である[95]．ルソーにと

って謙虚さとは自分の性をわきまえて家庭内に

とどまる女性を指した．ウルストンクラフトは，

謙虚さを持ち合わせた母親は，文化，会話などと

ともにセクシュアリティーですら外に向けられ

た「フランス人女性」という最悪の社会モデルか

ら逃れて，女性の自然な姿である家庭へ戻って

いくと考えた．つまりウルストンクラフトは理

性における両性の平等を唱えたに違いないが，

同時にそれは穏和な商業論に反発し，共和主義

的母性言説に込められた生物的差異に基づく女

性性の考え方を受け入れることを意味した．そ

の結果，男性化された女性がその理性や徳を発

揮できる主要領域は私的領域である家庭（およ

び投票）だった．つまり彼女にとっての女性教育

とは夫婦間の尊重，友情，ある種の愛情に裏付け

られた関係性に基づく家庭を作るための手段だ

った． 

ウルストンクラフトは「女性を過度の女性化

に追い込む」ことを避け「女性の男性化」を進め

るために，限定的な理性の発揮に加えてもう一

つ別の手段を提案した．それはルソーの女性性

の二つ目の論点である古代ギリシャの女性市民

像を見習うことである．彼女は原則としてルソ

ーの政治思想を特徴づける「男女の相互補完論」

に強く反発し，女性を男性に近づける，すなわち

女性の男性化を提唱した[96]．それと同時に彼女

はルソーの肉体的差異に由来するジェンダーの

概念を肯定している．彼女がプルタルコスを読

んだという証拠はない．それにもかかわらず『女

性の権利の擁護』も古代スパルタ共和国の女性

の「性的な慎み深さ」を通じた社会風習への貢献

を肯定している．そして母親たちが「愛国心と公

徳心に満ちた市民」を育てると言う政治的義務

に目覚めることを期待した． 

 

「フランス人女性がほとんど軽蔑して

いる家庭生活における個人的な控えめ

さ，清潔さと繊細さに対する神聖な敬

意は，慎み深さの優雅な柱である．しか

しもし愛国心の純粋な炎が彼女たちの

胸に届くのであれば，彼女たちを軽蔑

するどころか，女性の慎み深さを尊重

するだけでなく，彼女たちの尊敬を受

ける唯一の方法として，自らもそれを

身につけるよう男性に教えることによ

って，同胞市民の道徳を向上させるた

めに努力すべきである（下線は筆者に

よる）」[97]． 

 

ウルストンクラフトは知性のみならず，女性

も体力を鍛えることにより道義性を高めること

ができると考えた．つまり彼女はルソー同様政

治的人文主義の影響を受け，強い肉体が強い徳

を生み出すこと，それゆえ強い肉体を持つ男性

は女性よりも精神性が高いとする考え方に賛同

した[98]．このような考え方はルソーの主張およ

び当時のイギリスの社会通念に従ったものであ

り，それはスパルタを含む古代ギリシャの女性

像とも重複した[99]．それと同時に彼女は男女の

肉体差を本質的なものと考えることを拒絶し，

程度の差，環境の差として捉えた[100]．そして女

性も若い頃からスポーツをすることによってよ

り強い体を鍛えることにより高い精神性を得る

ことができると考えた．この点から彼女は「女性

は，男性よりも肉体の力が劣ることを理由に，弱

く受動的であるべきであると論証しようとする」

ルソーの論点を問題視した[101]． 

ウルストンクラフトにとっての理想的な女性

市民像とは，ルソーが描いた良妻賢母像を理性

で補足し，かつ共和主義に対して強い道義的コ

ミットメントを持っていた．彼女にとって生物

的な女性性に根ざした倫理的自由とは，高い徳

に根ざしていたに違いないが，同時に，それは政

治的人文主義の影響の下，自由というよりも義

務に近い感覚だった．それゆえ彼女は投票以外

の女性の社会，政治活動に対しては後ろ向きだ

った．例えば革命派の女性たちが政治クラブや

戸外で非公式な形で政治に関与し，上層階級の

女性が自宅でサロンを開くなどの政治活動に眉

をひそめた．さらに彼女は経済的自立について

もそれを認めはしたもののそれに対して積極的

ではなかった． 

折衷主義的なウルストンクラフトのフェミニ

ズムにおいて，究極的には共和主義的母性言説

は女性の理性に勝る．なぜなら彼女は第一に女

性を妻，母として家庭に結びつけ，それを彼女た

ちの政治参加の根拠とみなしたからである．「偽
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りの洗練，不道徳，虚栄の種」，「弱く，人為的」

な「フランス人女性」に対して，良妻賢母として

のイギリスの中産階級の女性の在り方こそ彼女

にとって女性の自然な状態だった． 

 

「私は中流階級の人々に特に注意を払

っている．彼らは最も自然な状態にあ

るように見えるからだ．偽りの洗練，不

道徳，虚栄の種は，おそらく偉大な人々

によって撒かれたのだろう．弱く，人為

的な存在が，その種族の一般的な欲求

や愛情よりも上に持ち上げられ，永久

に不自然なやり方で，美徳の根底を崩

し，社会の大勢全体に腐敗を広げてい

る」[102]． 
 

ウルストンクラフトはルソー同様に穏和な商

業論およびそれが象徴するサロンの女主人像を

否定した．そして彼女はルソーの刷新した共和

主義的母性言説から独自なフェミニズム論を発

展させた．彼女は理性により男性化された良妻

賢母像に加えて，女性市民の道義心及び貞淑さ

が共和国の愛国心の精神的源となることを認め

た．そしてこれらの倫理的根拠により女性の政

治参加を正当化した．そして彼女が理想とする

共和主義的母性に特徴づけられた女性市民に最

も近いのはイギリスの中産階級の女性だった． 

 

結論：女性性の倫理的自由の観点から見たウル

ストンクラフトのフェミニズム論 

 

本論文はフランス革命期のフェミニズムに多

大な影響を及ぼした女性性の倫理的自由の視点

から，ウルストンクラフトのフェミニズム論を

分析した． 

ルソーは，女性を社会的視点から定義づけサ

ロンの女主人の会話の技巧を含む感性が社会に

対して道徳的な好影響を及ぼすとみなす穏和な

商業論を拒絶した．このイデオロギーを反面教

師として，彼は女性性に関する二つの新たな論

点をもって既存の共和主義的母性言説を刷新さ

せた．第一にルソーは，女性のジェンダーをその

生物的役割から類推し「弱く受け身な存在」と規

定し，女性とは生来的に良妻賢母であり教育を

施す必要がないと考えた．第二に古代スパルタ

の自由な女性像をもとに，共和国の女性市民は

愛国心や道義的純粋性によって男性市民を政治

活動に鼓舞するという政治的役割について肯定

的に論じた．第一の点はフランス革命期の教育

政策に直接的な影響を及ぼし，第二の点はフラ

ンス革命期に議会の外で繰り広げられたフラン

ス人女性の政治行動を後押しした． 

ウルストンクラフトは，これら二つの相矛盾

するルソーの女性観にプラス・マイナスの形で

反応した．そして彼女も穏和な商業論に反発し

つつ，共和主義的母性言説の枠組みの中で自身

のフェミニズム論を形成させた．第一の論点に

ついて，彼女は教育における男女の平等を重視

して理性的な女性こそ賢明な良妻賢母であると

主張してルソーの「男性を喜ばせることばかり

考えている人為的で操作的なソフィー論」を論

破した．第二の論点に関して，ウルストンクラフ

トはルソーとともに穏和な商業論に込められた

外向きの「フランス女性」を否定し，生物的に規

定された女性性の本分が家庭にあるとする共和

主義的母性言説に賛同した．さらに彼女は古代

スパルタの女性の勇気や愛国心，性的慎み深さ，

そして体力的な強さを共和国の社会風習の源と

して称賛した． 

最後に，以上に分析したウルストンクラフト

のフェミニズム論について女性性の倫理的自由

の視点から整理したい．先行研究はウルストン

クラフトのフェミニズム論をイギリスの文脈に

由来するリベラル・フェミニズムに位置付ける
[100]．リベラル・フェミニズムとは個人の自由と

権利を重視し，法的な平等を通じて性別の差別

を解消しようとする古典的自由主義に由来する

フェミニズムの潮流である．これに対して，英仏

のフェミニズムの違いについて強く意識する K・

オフェンはイギリスの「個人主義的」フェミニズ

ムに対して，フランスのフェミニズムを「関係性

のフェミニズム」と定義づけた．関係性のフェミ

ニズムとは「男女のジェンダーの差を強調し，両

者の相互補完性を強調することにより個人では

なく社会的要求を求めていくフェミニズムを指

す[103]．本論文はウルストンクラフトのフェミニ

ズム論には個人主義的側面と関係性の側面が共

存することを指摘した． 

本論文は穏和な商業論に込められた女性性の

倫理的自由を反面教師とみなしたという点で，
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ウルストンクラフトのフェミニズム論をルソー

の政治思想に引きつけて考察した．このような

問題設定には，女性の政治的権利ではなく市民

権をどうやって保障するか，との問題意識が込

められていた．この問題意識は今日女性をめぐ

るもっとも重要な問題として中絶の問題が政治

化していることに由来する．もちろんウルスト

ンクラフトを含めてフランス革命期を生きた女

性たちに中絶をするか否かの選択をする可能性

などなかった．そのような時代的制約を考慮し

つつ，私たちはフランス革命期のフェミニズム

から女性自身が中絶を選択しうる倫理的自由の

可能性を汲み取ることができるのだろうか，と

言うのが本論文の根底にある問題意識である． 

これに対して，生物的な視点から女性性を規

定するウルストンクラフトのフェミニズムは女

性自身の中絶に対する倫理的自由に対して寛大

とは言えないのではないか，と言うのが本論文

の結論である[104]．本論文は女性性に由来する倫

理的自由の視点からこの問題について考察した

が，このような問いに答えるためにはプロテス

タント教徒としてのウルストンクラフトの信仰

心についても問いただす必要があるだろう．一

方第三節で簡略的に取り上げた穏和な商業論お

よび自然法に根ざした社会的，文化的に構築さ

れた女性性の概念はフランス革命期に女性の社

会的，文化的自由を重視するフェミニズムへと

つながっていく．この哲学的潮流については別

稿で論じていく． 
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doute : elle annonçoit même un sentiment louable. 

Mais les chastes feux de la mère en pouvoient inspirer 

dʼimpurs à la fille. Cʼetoit donc, dʼune action fort 

honnête,faire un exemple de corruption. Voilà lʼeffet 

des amours permis du Théâtre.’ Jean-Jacques 
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Abstract 

This paper compares two distinct ideas on ethical liberty inherent in two versions of womanhood in 

Enlightenment France, one championed by republican motherhood, focusing on the reproductive function 

of women, the other derived from Doux commerce theory, highlighting the benevolent social influence of 

women. More specifically, such thinkers as Montesquieu and Hume considered the art of conversation as 

practiced by female hostess of French salons one of the sources of social morality, as they function as 

peacemakers who reconciles the various opinions of her male audience. By contrast, Rousseau opposed 

this idea and considered the reproductive function of women as the very basis of their social morality, 

updating the discourse on Republican motherhood. Wollstonecraft took Rousseau’s ideas on womanhood 

one step further and considered motherhood as rooted in the biological perspective of womanhood, the 

very moral foundation for women’s political right. As a result, Wollstonecraft’s theory of women’s rights 

can be seen a political thought with republican tendencies that places constraints on women’s civil rights, 

as it potentially lacks the perspective of women’s ethical freedom in reproduction from our contemporary 

perspective. 
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